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今年度も残すところ 1か月となり、コロナ
（COVID-19）に始まりコロナで終わろうとしていま
す。例年ですと全道各地区での組合員協議会の開
催を終えて、今年度の事業の進捗状況の説明並び
に新年度事業の骨子の説明と共に各種事業に対す
る意見・要望のとりまとめをし、今後の組合運営に
生かしていく準備をしている段階ですが、今年度
はコロナ禍の状況が一向に改善しないまま一年が
過ぎようとしています。全道各地区の組合員協議
会の開催中止のため会議資料については先月の本
通信と一緒に送付させていただきご一読いただけ
たかと思いますが、今一度その概要等を報告させ
ていただきます。今後、皆様からいただいたご意見
（ご要望）を整理し、3月開催予定の第11回理事会
や総務委員会及び経済企画委員会で検討・協議し
組合運営に反映させていきますので宜しくお願い
いたします。

令和 2 年12月末現在の業務報告
血統登録については前年度より登録申込件数が
7千件弱減少し、また新型コロナウイルス感染症
防止のため職員の在宅勤務を余儀なくされ証明書
発行の遅延が続いていたものの、12月末において

は年度計画どおりに進捗しております。体型審査
関係はコロナ禍の中、地元から審査実施の自粛要
請を受け件数が減少していますが、血統登録及び
検定・審査を合わせた総合計ではほぼ計画どおり
進捗している状況です。
家畜市場の状況については、2020北海道ナショ

ナルショウの開催中止に伴う特殊優良雌牛セール
の取り止めや初生犢・肉用牛の平均価格低迷など
により前年同期より売買金額は減少していますが、
乳用牛や初生犢の出場頭数の増加等が見られほぼ
計画どおり進捗しているところです。流通業務の
状況については、育成牛は昨年道外JAからありま
した導入が終了したことから全体の取扱頭数も減

地区組合員協議会の中止に伴って地区組合員協議会の中止に伴って

令和2年12月末現在の事業実施状況と
令和3年度事業について

昨年度の地区懇の模様（釧路地区）

主 な 項 目
◆審査標準は生涯寿命と良好な関係を保っているか………………… 3 頁
◆収益性を高める牛群管理・・・Part 2（翻訳）… ………………… 8 頁
◆登録部から：RIUSに新機能を追加しました…………………………10 頁
◆令和 3年度　体型審査日程表… …………………………………………13 頁

令和 3年 3月 1日発行　通巻第 803  号
発行所　�北海道ホルスタイン農業協同組合
　　　　�〒001-0015 札幌市北区北15条西5丁目1-5
　　　　�電話 011-726-3111  FAX 011-726-3135
　　　　�ホームページアドレス https://www.holstein.or.jp
発行人　専務理事　 齋　　藤　　眞　　澄
編集者　参　　事　 千　　葉　　義　　博

2021-3



2

少していましたが、11月以降における初妊牛あるい
は肥育牛の取扱頭数の増加により計画を上回る実
績となりました。
組合全体の収支状況については、新型コロナウ

イルス感染症防止のため計画していた様々な事業
の中止により収支ともに減少となりましたが、総体
としてコロナによる由々しい影響は少ない状況と
なっております。

令和 3 年度事業計画骨子（案）
新年度の事業計画は、新型コロナウイルス感染

症が 1日も早く終息することを願い、例年同様に登
録推進事業・改良普及事業などを中心に計画する
他、新たな事業にも取り組むことといたしました。
新たな事業として登録推進事業における「乳用牛
生産性長命連産性の遺伝改良研究事業の実施」と
「乳牛の乳房炎発症予防法開発試験事業の実施」が
加わりました。「乳用牛生産性長命連産の遺伝改良
研究事業の実施は、令和 2年度から 3年間、全国
のNOSAIからの疾病データを基に長命連産性に関
連する疾病形質を研究し耐病性指数の開発を行う

もので、当組合（日ホ支局）は当該開発の実施主体
となって事業推進していきます。「乳牛の乳房炎発
症予防法開発試験事業の実施」は、東北大学が令
和 2年度から 3年間にわたり乳汁中因子の影響を
分析し評価指数の開発を行うもので、事業が円滑
に推進するよう支援していきます。
2021北海道ホルスタインナショナルショウの開

催については、乳用牛改良の火を絶やさないとの
思いからコロナ禍においてどのような形であれば
開催出来るのか等を協議いたしました。提案の最
も大きな変更点は、出品頭数の30％減と日程短縮
によるショウの一日開催、そしてジュニアカップの
開催中止です。さらに、コロナ禍において密を避け
るべくゴールデンナショナルセールに替えて「2021
優良雌牛オークション」として昨年の優良雌牛カタ
ログ販売を改善したオークション形式での開催を
協議いたしました。
なお、各事業の実施については新型コロナウイ
ルス感染症の状況の推移を判断して適宜理事会で
検討協議し、中止や規模の縮小あるいは形式の変
更などを行うこととしております。

【報告事項】
1 ．前回理事会（10/28）後の主な処理事項について
  11/12	 酪農学園後援会臨時評議員会
　　16	 日ホ 第304回理事会（Web会議）
　　24	 乳用牛改良推進協議会設立総会（Web会議）
　　25	 北海道ホルスタイン改良協議会 三役会・監査会
  12/17	 総務委員会
	 総務・経済企画委員会合同会議
	 経済企画委員会
　　22	 宇都宮顕彰会 第53回表彰候補者選考委員会
   1 / 5 	 家畜市場初セリ
　　20	 宇都宮顕彰会 第 3回理事会
　　 2 	 ㈱JHBS 取締役会
	 三役・委員長会議
2 ．業務及び収支の状況について
3 ．総務委員会の報告について
4 ．両委員会合同会議の報告について
5 ．経済企画委員会の報告について
6 ．人事発令について
7 ．日ホ 第304回理事会の報告について

【協議事項】
1 ．組合員の加入・譲渡・脱退について
　　期首：964名 加入：2名 脱退：9名 現在：957名
2 ．令和 3 年度事業計画骨子（案）について
3 ．組合員の海外研修及び女性研修実施（案）について
　　（1）カナダ酪農視察研修について
　　（ 2）女性研修について
4 ．役員研修計画（案）について
5 ．�2021北海道ホルスタインナショナルショウ及び北海道

ホルスタインジュニアカップのコロナ禍における考え
方と進め方について・北海道ホルスタインナショナル
ショウ開催要領（案）について

6 ．2021優良雌牛オークション開催要領（案）について
7 ．令和 2 年度地区組合員協議会の中止について
8 ．令和 2 年度地区組合員協議会の中止に伴う�  
　　「各協議事項」の進め方（案）について
9 ．次回委員会・理事会開催日程について
　　（1）総務委員会・経済企画委員会
　　（ 2）三役・委員長会議・第11回理事会
　　（ 3）㈱JHBS取締役会
10．その他

日時：令和 3年 1月22日（金）午後 2時
場所：センチュリーロイヤルホテル第10回理事会の概要
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現在、ホルスタインの体型審査に使用している審
査標準は2007（平成19）年 4月に改正されたもので
す。機能性に優れた体型部位は改良スピードを上げ
るために評点を増やし、一方で審査標準に表示され
た改良方針と機能性が一致しない部位は評点を減
点して改良スピードを遅くするか、または他の部位
に含めて直接改良できないよう工夫を行いました。
今回は審査標準改正後に収集された体型審査デー
タの分析結果に基づき、体型得点形質と生産寿命の
関係について考えてみます。なお、本分析はJRL事
業である「乳用牛DNAによる長命連産性向上事業」
の中で行われた研究成果の一部です。

日本の審査標準は過去に 4 回改正
表 1には日本におけるホルスタイン種雌牛の審
査標準の変遷を示しました。日本の審査標準は過
去に 4回改正されています。日本独自の審査標準
は1942（昭和17）年に制定されましたが、それ以前
は米国とオランダの両方の審査標準が併用されて
いました。日本初の審査標準は体型部位を 7大区
分にし、最も高い評点は乳器の22点であり、現在の
肢蹄に相当する四肢の評点は僅かに 5点でした。
1958（昭和33）年に改正された審査標準では体型
4大区分とし「一般外貌」に30点、「乳用牛の特質」
に20点、「体積」に20点および「乳器」に30点の評
点をそれぞれ配分しました。大区分と各区分の評
点は当時の米国の審査標準と非常に類似していま
したが、これは日本の体型改良が北米の改良方針
を強く意識していたこ
とによるものです。しか
もハンディコンピュー
タのような便利な道具
がなかった時代、採点
時に審査委員が決定得
点を暗算で容易に計算
できたこともあり、この
審査標準は35年以上も
利用されました。

3 回目の改正から機能性を重視
3 回目の審査標準改正は1994（平成 6）年であ

り、前年に米国ホルスタイン協会が改正したことか
らそれに追従して日本も改正しました。この改正の
特徴は当時の最新の研究成果に基づいて行われた
ことです。すでに世界各国で牛群検定事業が行わ
れていましたが、1970年代には線形式体型審査（線
形審査）法が北米で考案され、1980年代に入ると
各国のホルスタイン協会は次々と体型審査に線形
審査法を導入しました。
日本では1975年に牛群検定がスタートし、1984
年には牛群審査の中で線形審査が始まりました。
その結果、それまで体型と泌乳能力との間には望
ましい関係があると思われていたものが本当はほ
とんど無相関であることがわかり、優美とか力強い
とか言われる体型が必ずしも機能性を伴わないこ
とも明らかになりました。1980年代になると「乳器」
や「肢蹄」は審査標準に示された方針で改良すれ
ば生産寿命の延長が期待できる一方、体積の充実
を図る改良は生産寿命の短縮化を進める要因にな
ることも明らかになっていました。3回目の改正で
は「乳器」の評点を30点から40点に上げ、「肢蹄」
は「一般外貌」から取り出して独立の大区分とし15
点を配分しました。一方、「体積」は評点を20点か
ら10点に減らし改良スピードを減速させる対策を
行いました。

審査標準は生涯寿命と良好な関係を保っているか
― 2007（H19）年改正後の審査データを分析して分かったこと ―

2007（平成19）年

大区分 大区分 大区分 大区分

頭・頸 12  一般外貌 30  外貌 15  体貌と骨格 25
前躯 10  乳用牛の特質 20  肢蹄 15  肢蹄 20
中躯 16  体積 20  乳用牛の特質 20  乳用強健性 15
後躯 18  乳器 30  体積 10  乳器 40
乳器 22  乳器 40
四肢 5
一般外貌 17
決定得点 100 決定得点 100 決定得点 100 決定得点 100

評点 評点 評点 評点

1994（平成6）年1958（昭和33）年1942（昭和17）年

表 1 .　日本におけるホルスタイン種雌牛の審査標準の体型大区分と評点（％）の変遷
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世界的規模で審査標準改正があった時期
世界ホルスタイン・フリージアン連盟（WHFF）

は世界40か国以上の登録団体が加盟し、登録や体
型審査の国際調整を行う団体です。WHFFは2004
（平成16）年にフランスで開催された定期総会にお
いて審査標準の国際協調に関する勧告を発出し、
以下の 2項の改正を各国の会員に求めました。す
なわち、①決定得点は「乳器」、「肢蹄」、「骨格（尻・
外貌・体積を含む）」および「乳用牛の特質（鋭角
性や強健性を含む）」の 4大区分で評価すること、
②「乳器」の評点を40点以上に配分し、その他の
大区分に対する評点は各国の裁量に委ねるという
ものでした。WHFFの会員はその勧告に基づき
2007年頃までに審査標準を一斉に改正し、日本ホ
ルスタイン登録協会は2007（平成19）年に審査標
準改正を行いました。この 4回目に改正した審査
標準は現在でも使用されています。
日本はすでに前回の審査標準改正で「乳器」の
評点を40点に増やしていたので、 4回目の改正で
は「肢蹄」の評点を15点から20点に増やし、「乳用
牛の特質」の名称を「乳用強健性」に改め評点を
20点から15点に減らしました。また、胸や肋腹など
体積に関係する部位の改良は生産寿命の短縮化を
招くことから、直接改良できないよう「体貌と骨格」
の中で評価しました。「体貌と骨格」を評価する場
合、審査委員は頭・前中躯と後躯（尻）に各々15
点と10点の評点を配分して審査・記録します。しか
し、体型得点形質はWHFFの勧告に従い頭・前中
躯と尻を分けずに「体貌と骨格」とし、4大区分で
表示することにしました。

淘汰の危険度が高いとは 
生産寿命が短いこと
今回の調査では生産寿命を

延長させるために行った審査
標準の改正がどの程度成功し
ているかを検証しました。分
析には2007（平成19）年の審
査標準改正以後に北海道のホ
ルスタイン集団から収集され
た初産の体型審査記録であ
り、その中で牛群検定によっ
て除籍までの履歴がわかる雌
牛を使用しました。また、分

析記録は繋ぎ飼いと放し飼いの集団に分け、生存
時間解析法という統計手法を使用し淘汰の相対危
険度（相対的リスク比）を推定しました。図 1から
図 5には決定得点と体型 4大区分の得率に対する
淘汰の相対危険度、図 6と図 7には「体貌と骨格」
を「頭・前中躯」と「尻」に分けた場合の相対危
険度を示しました。決定得点の相対危険度は80点
のグループのリスク比を1とし、それと比較し各得
点において危険度が何倍高いかまたは低いかを相
対的に示しています。同様に大区分の危険度も得
率80%のグループを 1とし相対的に示しています。
相対危険度が高いとは泌乳生産を開始してから比
較的早期に淘汰される確率が高く生産寿命が短い
ことを意味し、危険度が低いとは比較的長期にわ
たり泌乳活動を継続できることを示しています。

決定得点が高いほど淘汰のリスクが低下する
分析ではスタンチョンやチェーンなどを用いて

乳牛を繋留して収容する繋ぎ飼いとフリーストー
ルやフリーバーン方式の放し飼いの集団に分けて
行いました。得点や得率に対する相対的な危険度
の変化は、繋ぎ飼い集団と放し飼い集団において
傾向に大きな違いがありませんでした。決定得点
の場合は最も得点が低い50〜69点の繋ぎ飼い集団
において約1.30倍、放し飼い集団で約1.20倍淘汰さ
れ易い傾向がありました（図 1）。決定得点の上昇
とともに淘汰の相対危険度が低下し75点から82点
の範囲ではほとんど変化が見られませんが、83点
からは高得点になるほどさらに危険度が小さくな
りました。84点以上の得率グループは繋ぎ飼いで
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図 1 .�決定得点に対する淘汰による�
相対危険度（相対リスク比）

図 2．�乳器の得率に対する淘汰による�
相対危険度（相対リスク比）
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約0.70倍、放し飼いで約0.77倍
に危険度が低下しました。

「乳器」と「肢蹄」が 
生産寿命延長に役立つ

「乳器」における淘汰の危険
度は得率77%から82%の広い範
囲において大きな変化がありま
せんが、その範囲以下に得率が
低くなると急激に危険度が上
昇する一方、83%を超えると危
険度の低下が見られました（図
2）。繋ぎ飼い集団の相対危険
度は放し飼い集団よりも若干変
化が大きく、得率50〜64%のグ
ループの約1.44倍から84%以上
では約0.81倍まで低下しまし
た。「肢蹄」の相対危険度は得
率50〜64%の繋ぎ飼い集団に
おいて約1.34倍、放し飼い集団
で約1.30倍と危険度が高く、反
対に得率84%以上の繋ぎ飼い
集団では約0.94倍、放し飼い集
団で約0.97倍に危険度が低下し
ました（図 3）。以上から審査標
準が示す「優れた乳器や肢蹄は
生産寿命の延長を期待できる」ことを示唆していま
す。 4回目の審査標準改正の時に肢蹄の評点を15
点から20点に増やし、改良スピードを上げるための
対策は正しい判断であったと推測されます。

「乳用強健性」の改良は淘汰の危険性を招く
一方、「乳用強健性」は繋ぎ飼いおよび放し飼い

の両集団において得率の上昇とともに淘汰の危険
度が上昇する傾向が認められました（図 4）。「得率
82%のグループで危険度が 1倍を少し超えたに過
ぎないのでは・・？」と思う読者がいるかもしれま
せんが、危険度は相対的な値なので得率50〜64%
のグループの危険度を 1にすると得率82%では危
険度が約1.3倍高いことになります。このことは審
査標準に示された方向に「乳用強健性」を改良す
れば、生産寿命の短縮化が生じる可能性を示唆し
ています。 4回目の審査標準改正では「乳用強健
性」の評点を20点から15点に下げましたが、さらに

改良方法の対
策が必要な部
位と考えられ
ます。極論を
言えば、乳用
強健性や鋭角
性の改良は泌
乳能力の選抜
により間接的
に改良される
程度で良いの
かもしれませ
ん。

「体貌と骨格」の中で体積の悪い影響が消えた
極度に体のサイズが大きく体積に富む体型は生

産寿命の短縮化を導く可能性があることが判明し
ており、 4回目の審査標準改正では前述のとおり
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図 3．�肢蹄の得率に対する淘汰による相
対危険度（相対リスク比）

図 5．�体貌と骨格の得率に対する淘汰�
による相対危険度（相対リスク比）

図 4．�乳用強健性の得率に対する淘汰に
よる相対危険度（相対リスク比）

図 6．�頭・前中躯の得率に対する淘汰に
よる相対危険度（相対リスク比）

図 7．�尻（後躯）の得率に対する淘汰に
よる相対危険度（相対リスク比）



6

「体積を体貌」と骨格の中に入れて直接評価しない
ようにしました。その結果、「体貌と骨格」の得率
が50%から82%までの範囲において、淘汰の危険度
はほとんど変化しなくなりました（図 5）。この結果
は「体貌と骨格」が生産寿命の短縮化や長命性の
低下に影響しないことを示唆しており、そういう意
味で 4回目の改正は成功したと言えます。「頭・前
中躯」は得率の上昇に伴い淘汰の危険度がほとんど
変化しないことから、「体貌と骨格」の変化と同様
な傾向が認められました（図 6）。「尻」は「乳器」
や「肢蹄」と比較して顕著な傾向ではありませんが
得率に対して淘汰の危険度が低下する傾向が見ら
れることから、審査標準に示された改良方針が生産
寿命の延長を促進することが判明しました（図 7）。

大型化防止のため体のサイズ指数の開発
「体貌と骨格」と高さ、胸の幅および体の深さと
の各形質間には表型相関で0.60前後、遺伝相関で
はもっと高いことが知られているので、「体貌と骨
格」の積極的な改良は体積やサイズを大型化へ間
接反応させる可能性があります。大型化がさらに
顕著になれば生産寿命と「体貌
と骨格」との間にマイナスの関
係がより強く生じる可能性が
あり注意が必要です。「乳用牛
DNAによる長命連産性向上事
業」では「体貌と骨格」を改良
しながらも体積やサイズが大
きくならないような選抜を行う
ため体のサイズ指数を開発し
たので、今後NTPの見直し等
で役立てて行こうと考えてい
ます。
また、「乳用強健性」と「体
貌と骨格」の間には0.65程度の
高い表型相関が存在すること
から、「乳用強健性」と「体貌と
骨格」の中には重複して評価し
ている体型部位があると考えら
れます。もし審査標準を見直す
機会があれば、「乳用強健性」と
「体貌と骨格」は各々独立に評
価すべきなのかなどを検討する
必要があるかもしれません。

世界の動向から審査標準を考える
今後の審査標準改正については、まだ議論が開

始されていない状況ですが、いずれは審査標準の
改正を議論しなければならない時期がくることで
しょう。ここでは世界の審査標準の変化を見ながら
将来の審査標準について展望したいと思います。
表 2には2016年時点の世界各国における審査標準
の大区分と評点を示しました。＊印は筆者が2021
年 1月にホームページを確認し、その中には最新
情報により修正を加えたところもあります。「乳器」
はWHFFの勧告があった2004年以来、ほとんどの
国は40点以上の評点に変更しました。「乳器」の評
点を42点と50点に配分したのが各々1ヵ国、45点が
2ヵ国存在します。オランダはWHFFの勧告後に
「乳器」の評点を40点にしましたが、その後に「肢
蹄」の評点を30点から35点に上げた時に「乳器」の
評点を35点に下げました。「肢蹄」の評点は南アフ
リカ（10点）を除くすべての国において20点以上を
配分しています。オランダは「肢蹄」の評点を35点
にし、3ヵ国が30点、2ヵ国が28点を配分していま
す。

 アイルランド* 10 15 10 25 40
アメリカ* 20 15 3) 5 20 40
 イギリス* 10 10 2) 10 30 40
 イタリア 20 20 20 40
 オーストラリア* 25 1) 10 25 40
 オランダ 10 20 35 35
 カナダ* 20 1) 12 28 40
 韓国 25 1) 10 25 40
 クロアチア 15 20 25 40
 コロンビア 20 15 5 20 40
 スイス　B&W 25 3) 10 25 40
 スウェーデン 30 4) 30 40
 スペイン 15 20 25 40
 スロベキア 20 20 20 40
 チェコ 25 15 20 40
 ドイツ* 10 20 30 40
 日本* 15 25 5) 20 40
 ハンガリー 15 20 25 40
 フランス 15 20 20 45
 ベルギー 10 15 10 25 40
 ポルトガル 15 20 25 40
 南アフリカ 10 15 20 6) 10 45
 メキシコ 20 10 28 42
 ラトビア 30 4) 20 50
*2021年1月にホームページを閲覧して最新状況を確認

1) 乳用特質と体貌を評価 2) 特にサイズと体積を評価

3) 骨格と体積を評価 4) 乳用特質も考慮して評価

5) 尻の評価10%含む 6) 腰の評価を含む

乳用強健性

Dairy
Strength

乳用特質
Dairy

Character

体貌と
骨格

Body

尻

Rump
肢蹄

legs/Feet
乳器

Mammary

表 2．世界各国の審査標準における体型大区分と評点（2016年WHFF調べ）
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「乳用強健性」の扱いが今後の課題
WHFFは尻を骨格に含めるよう勧告しました

が、勧告当初から米国など 7ヵ国が「尻」を別区分
にしています。その後、「尻」を別区分にする国が
増え表 2では11ヵ国になりました。「乳用強健性」、
「乳用牛の特質」および「体貌と骨格」の 3区分に
含まれる体高、体の深さ、胸の幅および鋭角性など
は審査標準に従い改良を進めると淘汰の危険性が
増加し生産寿命の短縮化につながることから、各
国の登録協会ではこの欠点を回避しながら体
型改良を進めるために苦心しています。例え
ば、オーストラリア、カナダおよび韓国は「乳
用強健性（Dairy Strength）」と言う名称で、
またスイス、スウェーデン、メキシコおよびラ
トビアは「体貌と骨格（Body）」と言う名称を
使用し、「乳用強健性」、「乳用牛の特質」およ
び「体貌と骨格」の 3区分に含まれる形質を
総合的に評価しています。
日本は前回の改正で「体積」を「体貌と骨
格」の中に含め生産寿命の短縮に及ぼす体積
の影響を緩和することに成功しました。一方、
前回の改正では「乳用牛の特質」に強さを加
味した評価を行う意味で「乳用強健性」と名
称を改めましたが、鋭角性だけでなく胸底の
幅が極度に広い場合も生産寿命を短縮させること
から、今後の審査標準改正では「乳用強健性」を
審査標準の中でどのように位置づけるかが課題と
なるでしょう。

お わ り に
日本ホルスタイン登録協会は審査標準で示され
たホルスタインの理想的な体型を具現化するため、
1981（昭和56）年に標準体型像（日本の理想体型
像）を発表しました。審査標準で示されている最終
目標は機能性を備えた優美な体型であり、100点満
点の標準体型には機能性だけでなく優美さも必要

です。一方、研究の進展に伴い機能性と優美さが
矛盾する体型部位があることも明らかになりまし
た。登録協会では100点満点の標準体型を変更する
ことは考えられていませんが、審査標準の改正で
は機能性と優美さが一致する部位の評点を上げて
積極的に改良を進めることとし、反対に矛盾する
部位は評点を減点または他の部位に含めて評価す
ることで、これ以上改良しないようにするかそれと
もゆっくり改良するよう調整を行ってきました。

4回目の審査標準の改正が終わってから10年以
上が経過しましたが、審査標準に示された改良方
針と生産寿命との間に良好な関係が保たれ成果が
得られた部位もあれば、さらに審査標準の調整が
求められる体型部位もあることが判明しました。そ
れゆえ、審査標準はいまだ完全なものではなく世
界各国で最新の分析情報を参考に機能性と審査標
準の整合性を調整するために摸索しているところ
ですが、わが国の審査標準もさらに検討を加えな
がら経済的に価値の高い乳牛を生産するために活
用できるよう改善を図る必要があるでしょう。
� （登録部改良課審査役：河原・課長：後藤）

ホルスタイン雌牛における日本の標準体型
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繁殖性のデータを利用することによって、牛群の
様々な飼養管理要因や改良戦略を改善することが
できます。これらには若雌牛の育成、初産分娩年
齢、遺伝および交配戦略が含まれます。
今回は収益性を高めるための繁殖性の利用に関

する 2部構成のシリーズの第 2回目です。（前回は
本誌 1月号に掲載）

若雌牛の分娩を早める：
コストと利益を得るまでの時間の削減

初産分娩年齢は生産者にとってホットな議論の
ポイントであり、全国の多くの酪農家やブリーダー
には様々な意見があります。飼料費は牛の育成に
関連するすべての費用の中で最も重要であるため、
これらの費用を下げるには初産分娩年齢を下げる
ことが不可欠です。最適な年齢で分娩していない
若雌牛は、育成舎に長く留まりより多くのエサを食
べますが、収入を生み出しません。平均分娩年齢
が 1か月減少するごとに必要な更新用若雌牛の数
は約 5％ずつ減少します。淘汰率が30％の100頭の
牛群の場合、若雌牛を 3〜 4 頭少なくすることが
できるでしょう。

しかしながら、早期分娩に伴う生産量の削減は
バランスを取る必要があります。 ラクタネット
（Lactanet*¹）が行った調査によると、22ヵ月が若
雌牛の分娩に最適な目標年齢であり、最短の「損
益分岐年齢」になるか、育成費の回収をスタートす
るのに最適な分娩時期になります（図）。しかし、そ
のためにはより短期間でよく飼育され管理された
若雌牛が、より高い経済的利益をもたらすよう早期
に受胎し、その年齢で子牛を産むことができるよう
に十分に発育している必要があることを言わなけ
ればなりません。
それを達成するために、若雌牛はスタートから順
調に性成熟へと達することができ、早期に授精で
きるよう最適に発育させなければなりません。マタ
ニティペンでの管理はすでに役割を果たしており、
若い家畜を非常に注意深く飼うことの重要性を優
先しなければなりません。しかし、若雌牛に対する
受胎率の重要な役割は、より少ない授精回数で望
ましい年齢での分娩をもたらすことにあります。妊
娠後、生産者は適切な栄養計画に従って、若雌牛
が問題なく子牛を産むのに十分な発育で分娩年齢
を迎えさせる必要があります。
小さくて未発達の若雌牛は、分娩での問題や産
後のあらゆる病気への危険性に加えて、最初
の泌乳期での低生産と低受胎率など、重大な
課題を引き起こす可能性があります。注目す
べきことに、このようなシナリオでは22ヵ月
の育成費の投資が急速に消失する可能性が
あることです。

遺伝、雄牛の選択、
および最適化された繁殖性

過去に、遺伝によって受胎率を改善するの
が難しいということを聞いたことがあるで
しょう。確かに受胎率の遺伝率は非常に低
く、繁殖性は管理と環境に大きく影響され、

繁殖性（受胎率）を考える ・・・ Part 2

～カナダの報告から～
収益性を高める牛群管理

損益分岐年齢 

月

　数

コスト回収期間の長さ 

初産分娩月齢 

繁殖性（受胎率）を考える ・・・ Part 2

～カナダの報告から～
収 益 性を高める牛群管理

損益分岐年齢 

月

　数

コスト回収期間の長さ 

初産分娩月齢 

図．�初産分娩年齢における平均損益分岐年齢と�
平均コスト回収期間の長さ
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健康形質についても同じことが言えます。しかし、
受胎率、健康、及びそれらに関連するその他の形
質に重点を置いて選抜すると、長期的にはより良い
結果をもたらすのに役立ちます。「雄牛側」には、
精液の受胎率、近親交配レベル、劣性ハプロタイ
プの回避など、繁殖プログラムを成功させるために
非常に重要なツールがあります。
受胎率と健康形質の遺伝率が低いからといっ

て、それらを無視する必要があるわけではありませ
ん。肯定的な反応を得るには受胎率に継続的に焦
点を当てることが重要です。良いニュースは生涯
利益指数（LPI）とプロダラー（Pro$：Profit-based 
index）がそれらを考慮に入れて計算されているこ
とです。LPIは娘牛の受胎率、乳房炎抵抗性、蹄の
健康にわずかに重点を置いていますが、Pro$は生
涯の収益性（健康と受胎率の要素が強い）により
重点を置いています。また、ボディコンディション
スコア（BCS）、泌乳持続性（LP）、そして分娩難
易度（CE）のような受胎率と健康に関連する形質
を選択するとプラスの影響があります。

● ボディコンディション：BCS100を超えるような
高いものは乳期の最初の三分の一の期間にコン
ディション不足にならないので、通常より健康でよ
り受胎しやすいものです。ケトーシス及び関連する
病気（子宮内膜炎、第四胃変位、乳房炎）による
最悪のケースでは、中程度から重度の負のエネル
ギーバランスとなり、その結果重大なコンディショ
ン不足となります。
● 泌乳持続性（LP）に優れたものを選ぶと、泌乳
後期に向かって太り過ぎのコンディションとなる
牛を避けることができます。それによって次の乳期
のために再び良好な状態で子牛を産むことができ
ます。
●分娩を容易にする形質を娘牛に遺伝する種雄牛
を選択することは、娘牛の健康上の問題が少なく
なり産乳量が増え、早期に妊娠する可能性が高く
なります。若雌牛は初産分娩時までには完全に成
熟していないため、特にこのことは重要です。この
グループのものを交配するときは特に注意が必要
です。

あなたの繁殖プログラムを危険にさらす可能性
のある別の側面は、劣性ハプロタイプのキャリアの
存在です。個々の牛を繁殖させるときに避けるべき
ハプロタイプを知ることは重要であり、それは血統
登録の重要な側面です。完全に記録されている血
統は、近親交配に関する情報を提供し、妊娠の喪
失を引き起こす遺伝子の保因牛（キャリア―）を簡
単に見つけ出せるようになります。
最後に、CDN*²/ LactanetのWebサイトでは、特

定の種雄牛と雌牛の交配をシミュレーションする
ことにより、子孫の近親交配レベルを知ることがで
きる近親交配計算ツールを提供しています。コンパ
スプロファイル（訳注：カナダホル協が提供する遺
伝及び収益性に関する牛群情報サービス）にも、牛
群の最新の近親交配および劣性ハプロタイプ情報
があります。

要　　　　　点
受胎率は農場の収益性に多大な影響を及ぼし、

主に生乳生産と淘汰に関係しています。早期に分
娩させるために若雌牛の受胎率に注意を払い、育
成コストを削減し、損益分岐点を短縮することが
重要です。また、健康と受胎率の形質自体に焦点
を当てるだけでなく、それらに関連する形質（ボ
ディコンディションスコア、泌乳持続性、分娩難易
度など）を選択することによっても、遺伝を通して
間接的に受胎率を向上させることができますし、よ
り高い信頼性と遺伝率を期待することができます。
牛群における適切な種雄牛の選定に加え、ハプロ
タイプと近親交配の管理が利益を高め、より儲か
る牛群をつくる繁殖プログラムの成功に繋がって
いきます。
　　　（Info Holstein Nov/Dec 2020より
� 訳：JHBS本部長 藤澤）

（訳注：Lactanet*¹：カナダにおける牛群検定・遺
伝評価・個体識別を司り、2019.4に関係団体が統合
してできた全国組織
CDN*²：Canadian Dairy Networkは乳用牛の遺伝
改良事業、人工授精事業、乳用牛品種協会、牛群
検定組合、生産者団体を会員とする組織で、乳牛
改良における優秀性やリーダーシップのための情
報を提供する組織。）
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RIUS（登録情報活用システム）
は牛群ごとの検定成績を申込まれ
ている酪農家を対象に開示してい
るWebシステムです。運用開始か
ら 2年が経過する間に数回のバー
ジョンアップで有効な情報を開示
し、多くの方に利用していただけ
るようになりました。
昨年は「歴代成績画面」として
乳量と乳成分量の生涯成績と審査
成績を公開し好評の声をいただい
ております。今回もさらに有効利
用していただくために、新たな 3
つの機能を追加しましたのでご紹
介いたします。

新機能❶歴代成績－共進会賞歴
【図 1】
RIUSにおける共進会の賞歴情

報は、「個体情報画面」で個体の賞
歴を閲覧できますが、新たに「歴
代成績画面」に共進会の出品牛を
一覧表示する「共進会賞歴画面」を
新設しました。

閲覧できる共進会は、2000年以
降に開催された全日本ホルスタイ
ン共進会、北海道ホルスタインナ
ショナルショウ（北海道総合畜産
共進会）、北海道ブラックアンドホ
ワイトショウを対象にし、トップ画
面で選択した「農家名」を出品者
として絞り込み表示ができます。
これまでのように登録番号で検索する必要が無

く、開催年の順に一覧表示されますので出品の歴
史を辿ることができます。

新機能❷個体情報－系統譜（分娩情報）【図 2】
「個体情報画面」では本牛を含め血統 3代（血統
図）が表示され、登録番号をクリックすると世代を
遡ることができますが、新設した「系統譜（分娩情

RIUSに新機能を追加しました!!

登録部からのお知らせ

（登録情報システム）

ラ イ ア ス

図 1

図 2
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報）画面」では子孫を辿ることができます。「個体
情報画面」から「系統譜」をクリックすることで、
本牛の登録子孫牛 1代が一覧表示されます。さら
に、一覧の登録番号をクリックすると選択した登録
牛が本牛となり、その子孫が表示されます。一覧に
は子孫牛の審査最高得点や検定最高乳量（365日以
下）が表示されますので、ファミリーの改良の軌跡
を辿ることができます。

新機能❸個体情報－優秀牛マークの表示【図 3】
RIUSは利用者が所有する登録牛の検定成績や

審査成績を「いかにわかりやすく見せるか」を念頭
に置きながら開発してきました。しかしながら、運
用開始からの 2年間で情報量や画面が増えたこと
もあり【図 4】、成績優秀牛が容易に見つからず、
システムの中で各画面を右往左往することもあっ
たかと思われます。その作業を軽減するため、検索
した登録牛が成績優秀牛であることが一目でわか
るよう「個体情報画面」に「優秀牛マーク」を表示
しました。
優秀牛の表示基準につきましては、優秀牛選奨

規程に定めた条件を満たした優秀牛や生涯乳量10
万kgを達成した登録牛が対象となっておりますの
で、「優秀牛マーク」の数で牛群改良の貢献度合が
わかるようになっています【図 5】。

今年度は 3つの新機能を追加しましたが、来年
度もさらに役に立つ情報をわかりやすく閲覧して
いただけるようバージョンアップを行っていく予
定です。改良の成果を記録して残すために、登録
と併せて検定成績証明の申込を是非ご検討くださ
い。また、本システムは当支局が発行する血統能力
証明書の内容を容易に管理でき、必要な時に手軽
に閲覧やダウンロード・印刷することができます。
血統能力証明書を当支局から発行することが不要
な場合は、その送付を停止することができますの
で、地元の登録取扱団体にお問い合わせください。
� （登録部証明課　若杉）

図 4 . RIUSで閲覧できる情報一覧

図 3

図 5 .優秀牛マークの表示基準
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乳用牛へのホルスタイン精液（通常・♀）・黒毛精液の
四半期ごとの交配頭数および率の推移　（全道・府県：H27-R2･4）

乳用牛へのホルスタイン精液（通常・♀）・黒毛精液の
年度別の交配頭数および率の推移　（全道・年間：H9～R2（2020）
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R２．１２月末集

（太字：頭数 細字：率）

（北海道家畜人工授精師協会）
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令和 2 年度第 4 四半期（10-12月）の道内におけるホルスタイン種への精液利用状況が
（一社）北海道家畜人工授精師協会から公表されました。
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令和 3年度 体型審査日程表
� 年 ４ 回実施
地区 班 日程 Ａ日程 Ｂ日程 市町村　及び　団体名
石　狩
空　知

前期  4/21～ 5/ 1  7/27～ 8/ 7 全  管  内後期 10/12～10/23  1/25～ 2/ 5

上　川 前期  4/ 5～ 4/17  7/ 6～ 7/17 全  管  内後期  9/28～10/ 9  1/11～ 1/22
後　志
渡島・桧山

前期  4/ 5～ 4/17  7/ 6～ 7/17 全  管  内後期  9/28～10/ 9  1/11～ 1/22
胆　振
日　高

前期  6/ 1～ 6/12  8/17～ 8/28 全  管  内後期 11/ 9～11/20  2/14～ 2/25

十　勝

1 前期  4/ 5～ 4/17  7/ 6～ 7/17 新得　清水　芽室後期  9/28～10/ 9  1/11～ 1/22

2 前期  4/21～ 5/ 1  7/27～ 8/ 7 豊頃　浦幌　本別　足寄　陸別後期 10/12～10/23  1/25～ 2/ 5

3 前期  4/ 5～ 4/17  7/ 6～ 7/17 鹿追　士幌　上士幌後期  9/28～10/ 9  1/11～ 1/22

4 前期  6/15～ 6/26  9/ 1～ 9/11 中札内　更別　大樹　広尾　忠類後期 11/30～12/11  2/28～ 3/11

5 前期  6/ 1～ 6/12  8/17～ 8/28 帯広　川西　大正　音更　木野　高島　
池田　幕別　札内後期 11/ 9～11/20  2/14～ 2/25

釧　路
1 前期  6/15～ 6/26  9/ 1～ 9/11 標茶　浜中　厚岸後期 11/30～12/11  2/28～ 3/11

2 前期  4/21～ 5/ 1  7/27～ 8/ 7 釧路　阿寒　鶴居　幌呂　白糠　音別　
弟子屈後期 10/12～10/23  1/25～ 2/ 5

根　室

1 前期  6/ 1～ 6/12  8/17～ 8/28 根室　別海　西春別後期 11/ 9～11/20  2/14～ 2/25

2 前期  4/21～ 5/ 1  7/27～ 8/ 7 中標津　計根別後期 10/12～10/23  1/25～ 2/ 5

3 前期  6/15～ 6/26  9/ 1～ 9/11 標津　上春別　中春別　計根別（一部）後期 11/30～12/11  2/28～ 3/11

網　走

1 前期  4/ 5～ 4/17  7/ 6～ 7/17 遠軽　上湧別　佐呂間　網走　常呂　東藻琴
斜里　小清水　清里　女満別　美幌後期  9/28～10/ 9  1/11～ 1/22

2 前期  6/ 1～ 6/12  8/17～ 8/28 紋別　雄武　興部　滝上　西興部　湧別後期 11/ 9～11/20  2/14～ 2/25

3 前期  6/15～ 6/26  9/ 1～ 9/11 北見　相内　上常呂　置戸　訓子府　端野　
留辺蘂　温根湯　津別後期 11/30～12/11  2/28～ 3/11

宗　谷 前期  6/ 1～ 6/12  8/17～ 8/28 全  管  内後期 11/ 9～11/20  2/14～ 2/25

留　萌 前期  6/15～ 6/26  9/ 1～ 9/11 全  管  内後期 11/30～12/11  2/28～ 3/11
� ※審査は実施のおよそ 1カ月前を目途にお申し込みください。
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啓蟄（けいちつ）の季節、早くも雪解けと家庭菜
園を楽しみにしている人もいると思いますが、微生
物を活かした土づくりに取り組んでいる農場の話
を思い出しましたので、そのこだわりを書いてみま
した。
この農場は、大正 8年に先代が入植して土地を
切り開き、現在は 5代目が継いでいます。今から51
年前の昭和45年頃、農耕馬からトラクターに入れ
替わる時代の土はさらさらだったといいます。しか
しトラクターを導入してからはだんだん粘土質と
なり、畑の水捌けが悪くなる一方でした。
また、戦後70年の間に「化成肥料、チッソ、リン
酸、カリ」ばかり与えてきたため、畑のミネラルが
吸い尽くされたことで美味しい作物が穫れなくな
り、特に近年は土地の状態が悪化して対策に悩ん
でいたようです。
そのころ、ある雑誌の特集記事を読んで「トラク

ターで堆肥を撒いた後にプラウという農機具で土
を深耕していたのが悪かった」と気づいたそうで、
それからは土を深耕せずにロータリーという農機
具で浅く耕すようになったといいます。

土づくりには、堆肥の投入が重要であると考え
ている皆さんも多いと思いますが、この農場の堆肥
づくりは、牛糞と籾殻、豚糞と籾殻で堆肥を作って
います。1年間かけてじっくり熟成させると堆肥の
中にミミズが沢山増えるので、その堆肥を畑に撒く
と本当にいい土ができるそうです。
また、作物の収穫後に緑肥を植えることもありま
すが、これは緑肥として植えた植物の根が土地を
耕し、浅くすき込めば地表面でまた微生物のエサ
になります。ただ、マメ科の植物、イネ科の植物な
ど、それぞれの緑肥には特徴があり、根圏につく微
生物が違うため、状況に応じて緑肥を選ぶ必要が
あります。
少しでも微生物が働きやすくなれば土地に力が

ついて健康に作物が育ちます。作物が健康に育つ
と自然に殺虫剤、殺菌剤、化学肥料を減らすことが
できます。またこのような免疫力のある農地から収
穫された農産物を食べることで私達を健康にして
くれます。これまでは「プラウで土を深耕していた
ために微生物の住処を破壊」していましたが、現在
は微生物を活かした土づくりに心掛けて地球環境
の蘇生に取り組んでいるとのことです。牛も畑も微
生物が大切なようです。� （百姓の三男坊）


